
お花見や大型連休で、大勢の来場者をお迎えする春…なのに、
松本城公園内では、あっちこっちで工事中。
天守だけでない、史跡松本城の魅力を分かりやすく伝えるために、

「幕末期の姿を具現化する」という計画のもとで整備を進めています。

　今回紹介するのは、8月に中心市街地で行われる「松本ぼん
ぼん」ではなく、子どもたちが歌いながら町内を歩く伝統行事
「ぼんぼん」です。江戸時代には日本全国で行われていました
が、現在では松本にしか残っていません。
　「青山様」は、子どもたちが神

みこ し
輿を担いで町内をまわる松本

独自の行事です。
　どちらも市の重要無形民俗文化財に指定され、主に市街地
の小学生によって行われています。

何これ？！
入口、せまっ!!

お堀に怪しい船が...
もしや、侵入者？！

いったい何をやっているの？！

南・西外堀の復元
▷令和 5～14年度

天守の防災・耐震対策
▷令和 5～14年度 旧博物館の解体

▷令和 5～ 7年度

内堀・外堀・総堀のしゅんせつ
▷令和 5～11年度

史跡松本城整備
基本計画

将来のイメージと進行中の事業

お城に桜を
見に行くぞ～！

＼ 動画で紹介 ／

※イメージ図
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お堀に怪しい船が...
もしや、侵入者？！

　博物館の役目を終えた建物を解体しており、安
全確保のために大名町通り側の入口を制限してい
ます。この機会に、本来の登城ルート「太鼓門」を
通ってみませんか？

　昭和30年に観光用として架けられた埋橋。文
化財ではありませんが、市民や観光客に親しま
れているので補修を行っています。

解体後は、砂利敷きの広場になります。

　うずみばし

●問い合わせ　松本城整備課（☎31－3369　ｆ34－3299）

① 水底の泥を吸い上げる

④ きれいな水は
　    お堀に戻す

　●問い合わせ　博物館（☎32－0133 ｆ32－8974）

　令和 6 年 9 月

　令和 7 年 3 月
工事が終わったら
　渡れるようになるの？

　美観のための補修なので、工事が完了しても
渡ることはできません。
　ただ、補修後の橋は写真に映えること間違い
なし。 5 月末には美しい欄干に生まれかわるので、
赤と黒のコントラストをお楽しみください。

●問い合わせ　松本城管理課（☎32－2902 ｆ32－2904）

　「しゅんせつ」は、水底の土砂などを取り除く土木工事のことです。
　松本城の堀は、堆積物によりどんどん浅くなっています。放置すると
水堀が埋まって消滅してしまうため、保存のためにしゅんせつを行っています。
　内堀・外堀・総堀の大規模なしゅんせつは、江戸時代以来。遺構を傷つけない
ように注意しながら、最大1.5メートルの水深を確保します。

天守から見ると
しゅんせつ前後の差が

よく分かります

◀お堀の中を
　見てみよう

③ 沈殿槽で泥と水を分ける

② 吸い上げた泥水を
　　　 ホースで処理ヤードに送る

⑤ 泥は
脱水して

廃棄
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